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【問題と目的】
小学生から中学生への移行期は、身体が急激に発達し生
物的変化が著しく、また学習内容の難化・友人関係の複雑
化といった環境的変化も経験する、ストレスフルな時期で
あるといえる。それにも関わらずこの時期の子どもは、コ
ービング・スキルの乏しきからこうした急激な変化が心配
や混乱に結びつきやすく（Schinke，Chilling，Snow，987）、
また行動と結果の随伴性判断がより現実的になることから、
主観的なコントロール感が減少することが指摘されている
（鎌原・樋口，987；Weisz＆Stipek，1982）。このよう
に中学生は、内面的にも環境的にもストレスフルな状況に
置かれやすいにも関わらず、行動に対する成果が実感され
ない経験が蓄積されやすく、自己や環境に対するコントロ
ール感を失い、無力感に陥りやすい時期であるといえる。
こうした環境からの応答性の欠如という状況は、無気力感
の説明理論である学習性無力感理論（Seligman＆Maier，
967）における、自身の行為で結果をコントロールできな
い非随伴的状況であるといえる（水口，993）。
こうしたことから本研究では、自分の行動と結果が随伴し
ているかどうかについての認知である随伴性認知
（Seligman＆Maier，1967）を主軸概念として取り上げ、
無気力感に関連するコントロール感理論・抑うつ認知理論
も参照しながら、中学生の無気力感を構成する要因を検討
し、その改善要因を同定することを目的とした。
【研　究】
無気力感を構成する変数尺度の作成、および信頼性・妥当
性の検討
中学生における無気力感構造の検討に役立てるため、中
学生における主観的随伴性を測定する主観的随伴経験尺度
（随伴経験・非随伴経験からなる2因子）、中学生におけ
るストレス事態での対処行動への自信を測定するコービン
グ・エフイカシー尺度（勉強におけるコービング・エフイ
カシー、友人関係でのコービング・エフイカシー、教師と
の関係におけるコービング・エフイカシーの3因子）、中
学生における推論の誤りを測定する思考の偏り尺度（教師
への偏った思考、勉強における偏った思考、友人関係にお
ける偏った思考、自己への偏った思考の4因子）をそれぞ
れ作成し、その信頼性・妥当性を検討、実証した。
中学生における無気力感要因の同定、およびその関係性の
検討
作成した測定尺度を用いて、中学生における無気力感要
因の同定、およびその関係性の検討を行った。まず主観的
随伴経験が中学生に与える影響を検討するため、不登校の
中学生と登校している中学生との随伴経験・非随伴経験の
違いを検証したところ、どちらの群にも有意差が認められ
なかった。このことから、自分の行動で結果をコントロー
ルできたという随伴経験においても、自分の行動で結果を
コントロールできなかったという非随伴経験においても、
主観的には経験している程度に差があるとはいえないこと
が明らかになった。この結果から、登校している生徒たち
も不登校の生徒たちと同程度に「随伴経験の欠如」や「非
随伴経験の多さ」などを抱えている可能性が示唆された。
こうした結果を受けて、登校している中学生への学校不適
応行動の予防的観点から、「随伴経験の欠如」や「非随伴経
験の多さ」が中学生一般の無気力感に及ぼす影響を検討す
るため、登校している中学生の観察された無気力感傾向と
その生徒の主観的な随伴経験との関連を検討した。その結
果、担任教師によって無気力感傾向が高いと評定された生
徒の方が低いと評定された生徒よりも、随伴経験得点が有
意に低いことが認められた。この結果から、中学生の無気
力感は「やってもうまくいかない」といった非随伴経験の
多きというよりも、「やってみたらうまくいった」といった
随伴経験の少なさに起因する可能性が示され、非随伴経験
が無気力感を生み出すという従来のLH理論に加えて、随
伴経験の少なさからも無気力感が生み出されることが明ら
かにされた。そして無気力感を構成する要因を同定するた
め分析を進めた結果、随伴経験、非随伴経験（timel）→
コービング・エフイカシー、思考の偏り各下位因子（time2）
→無気力感（time3）といった時間的流れの妥当性が示唆
された。また随伴経験、非随伴経験、コービング・エフイ
カシー、勉強における偏った思考、友人関係での偏った思
考は、将来の無気力感と直接的に関与している可能性が示
され、有意な値が得られなかった教師への偏った思考と自
己への偏った思考においては、媒介変数を経て間接的に無
気力感に関与している可能性が示唆された。
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中学生の無気力感モデルの構築と妥当性の検討
無気力感構成要因の同定とその関係性の検討と先行研究
とを参照して、中学生における無気力感モデルの構築を試
みた（Fig．1）。その結果、随伴経験（timel）→コービング・
エフイカシー（time2）→無気力感（time4）といった経
路と、非随伴経験（timel）から教師・友人関係・自己へ
の偏った思考（time2）が形成され、その影響が勉強にお
ける思考の偏り（time3）に収放して直接将来の無気力感
（time4）に結びつく経路と、友人関係での偏った思考
（time2）から直接将来の無気力感（time4）に結びつく
経路とが確認された。加えて教師・友人・自己といった偏
った思考（time2）においては、無気力感（time4）への
間接効果が認められた。さらに、コービング・エフイカシ
ー（time2）から教師への偏った思考（time2）・勉強に
おける偏った思考（time3）へと負のパスも改めて確認さ
れた。そして随伴経験・非随伴経験（timel）が間接的に
だけでなく直接的にも将来の無気力感（time4）に関係し
ていることが確詠ざれた。また無気力感ぺの総合効果を検
討したところ、随伴経験とコービング・エフイカシーが、
将来の無気力感への負の効果が高い結果となった。
中学生における無気力感改善要因の根討一介入研究を通
じての検討
随伴経験とコービング・エフイカシーが無気力感軽減に
重要な影響を与えていることが明らかになったことから、
随伴経験を通じたコービング・エフイカシー増加のための
介入を行いその効果検討を行った。まず個別形式の「中学
生用・随伴性強化プログラム」を無気力感の高い中学生1
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Fig．1中学生の無気力感モデルのパス解析結果（Ⅳ＝456）
名に約1週間あまり実施した。その結果、状態的なストレ
ス反応は減少したものの随伴経験およびコービング・エフ
イカシー得点には効果が見られなかった。この結果から、
生徒自身の行動を変容させて環境からの随伴性を変化させ
るだけでは難しい点もある可能性が考えられた。そこで続
く研究では、教員を生徒の行動に対する環境からの随伴性
に関与する存在と捉え、教師を通じた随伴的介入を前提と
した「中学生のための無気力感予防・対処マニュアル」を
作成し、無気力感が高いと行動評定された中学生1名を対
象に、3ケ月間教育相談担当教諭を通じて実施した。その
結果、勉強・友人関係・自己における各偏った思考におい
て得点が減少し、勉強・友人関係・教師との関係における
各コービング・エフイカシーで得点が増加した。以上のこ
とから、教師からの随伴的関わりがコービング・エフイカ
シーを高め思考の偏りを改善することが示され、随伴経験
とコービング・エフイカシーが、中学生の無気力感改善要
因として効果が期待される可能性が示唆された。
【総合的考察】
本研究の結果、随伴経験とコービング・エフイカシーが中
学生の無気力感改善要因である可能性が確認され、また「随
伴的環境としての教員対応のあり方」が生徒のコービン
グ・エフイカシーを高め思考の偏りを改善する可能性も示
された。このことは、エビデンスに基づいた無気力感改善
への成果と考えられる。今後は教職員が生徒にとって随伴
的環境であり続けられるような、コンサルテーション効果
のある介入プログラムおよびマニュアル開発が望まれる。
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